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SCOPE NEWS
理事長就任ごあいさつ
Specialists Center of Port and Airport Engineering

この度、港湾空港総合技術センター（SCOPE）理事長
に就任いたしました、林田博です。SCOPEは港湾、空港
などの社会資本の整備、管理、運営を支えている非常に
重要な財団法人です。その理事長を務めることに大きな
責任を感じるとともに、緊張を覚えております。何卒よ
ろしくお願い申し上げます。
私は、1978年（昭和53年）に運輸省へ入り、2013年（平
成25年）に国土交通省を退職しました。その後、新日鐵
住金（現日本製鉄）及び新日鉄住金エンジニアリング（現
日鉄エンジニアリング）に勤務いたしました。2018年（平
成30年）からは、日本港湾空港建設協会連合会の会長を
務めています。
運輸省時代には、仏外務省の奨学生として、仏海洋開
発研究所（IFREMER）（モンペリエ）及び仏運輸省（パ
リ）で研修いたしました。
以下に、これまでの仕事を通じて感じていることを、少
しお話したいと思います。

先ず、何よりも、仕事は「思いが大切ではないか」と
いうことです。意欲と言っていいかもしれません。組
織の中でも、外に対しても、自分の考え、意見を誰か
に理解していただき、賛成してもらうためには、自分
自身の思い、感情が極めて重要だということです。も
ちろん、厳然たる事実、適切な論理の裏付けのない言
説は、どんなに思いが入っても、空回りに終わるでしょ
う。世の中のことが分かっていない、頑固な独善だと
見られても仕方がありません。しかし、思いの入って
いない提案、意見は、ほかの人の共感を得ることが難
しいと思っています。
「あの人が、そうおっしゃるのであれば・・」、「彼が、

そこまで言うのであれば・・」と誰かが言うような場面
に出会われたことはありませんか。あるいは、「理屈は
そうだけど・・」とか「他人事のように言って・・」とい
うような発言を聞くことはないでしょうか。このような
場面、発言が生じるのは、言説を行う者の人柄を受け止
めているからだという面があります。しかし、他方で、
言説を聞き、反応する人は、相手が持っている思いをど
こかで感じているのだとも言えるのです。思いの入って
いない言説は、どこか信用できないと思っています。
このことは、組織人か自由業か、あるいは仕事の種
類によっても、その重要性に濃淡があるかもしれませ
ん。しかし、およそ人間社会にあって、他の人を説得
する、あるいは自分の考えに賛成してもらおうとする
ときに、思いの入っていない言説は説得力を持たない
のです。適切な合理性に豊かな思いが加わることが非
常に大切だと考えています。

林田　博理事長
一般財団法人 港湾空港総合技術センター
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SCOPE NEWS

専務理事　大野 正人最近のSCOPEの動向

いう決意を込めて、SCOPEがこれま
でに取り組んできた対策についてご
報告しておきたい。
2月5日に横浜港にダイヤモンドプ
リンセス号が入港し、乗員乗客には下
船が禁じられ2週間の客室待機が命
じられたときは、正直、「水際対策で
何とか食い止められるのではないか、
食い止めてほしい。」と考えていた。
この時点の国内の感染者は、チャー
ター便による帰国者の感染が累計で
7人、東京都内の感染者累計が3人、千
葉県が3人というような状況で、全国
の感染者の累計が22人であり、
SCOPEとしては特に対策を講じてい

なかった。
2月16日に政府の『第一回新型コロ
ナウィルス感染症対策専門家会議』
が開催され、会議後の会見で「感染の
早期」であり「感染がさらに進行して
いくと考えられる。」と脇田座長が述
べた。SCOPEでは、翌17日に、発熱
等が発生している職員の出勤停止
（治療優先）の連絡を本部各部と全支
部に向けて行った。全国の新規感染
者は8人、感染者の累計66人、東京都
内の感染者累計19人であった（以下
「（全新8、全累66、東京累19）」と記
述する。）。
２月25日に政府は『新型コロナ

ＳＣＯＰＥがとった
新型コロナウィルス感染症対策

中国から世界に広がった新型コロ
ナウィルス感染症（以下「感染症」と
いう。）は、私たちの生活や社会に幅
広く影響を及ぼしたばかりでなく、今
後の経済活動などにも大きな影響を
及ぼすものと考えられる。この対応に
ついても、それぞれの個人や法人が、
感染拡大期から現在に至るまで、大変
なご苦労とご努力を積み重ねて来て
いると思う。ここに、お見舞いの気持
ちと、ご努力に対する敬意、そして皆
さんと一緒に乗り越えていきたいと

もう一つは、「人は何のために働くのか」ということ
です。いうまでもなく先ず食べていくためです。とこ
ろが、それだけではないところに人間社会の難しさと
楽しさがあると思います。社会生活を営んでいくのに
経済的裏付けは極めて重要です。しかし、これだけで
は十分ではありません。大切なことは、自分がそこに
居ることに意味があると思えることです。仕事の手応
えと言ってもいいでしょう。自分が担務している仕事
がその組織の目的、全体の業務とつながっているとい
う確かな感覚が、私達を仕事に向かわせてくれます。
日々の業務は、どんな小さなことでも、何かを成し遂
げたという感覚があります。その積み重ねが自分自身
の仕事の達成感を与えてくれます。組織の業務上の成
果は、各人の仕事の積み重ねでしかありません。「神は
細部に宿る」のです。
　
SCOPEは、1994年（平成6年）の設立以来、諸先輩方
が、先見の明をもって組織を発展させて来られました。
業務の内容も、変化、拡大し続けています。時代の変
化を的確に読み取りつつ進化してきたと思います。わ
ずか10人ほどでスタートした組織が、現在、約600人
に及ぶ大所帯に成長しています。

最近では、定款の目的に、港湾、海岸、空港に加え
て「海洋施設」という項目を設け、港湾外の洋上風力発
電施設プロジェクト推進の支援を開始するなど、ウィ
ングを拡げています。また、環境問題にも適確に目配
りをすることとして、ブルーカーボンなどの施策にも
積極的に取り組んでいます。地球温暖化への対応は、私
達にとっても重要な課題となっているのです。
また、建設業界における外国人材の受け入れも、ま
すます大きくなっていくテーマです。我が国社会が持
続的に発展していくために、外国人材は不可欠です。こ
のような人たちが、適切な労働環境で仕事をし、日本
社会を構成する一員として問題なく生活してゆくこと
ができるよう、支援していきたいと考えています。

これから、関係の方々のご助力、ご協力を賜りつつ、
皆さんとともに、先人の途をしっかりと引継ぎ、さら
に発展させるべく全力を尽くしたいと願っています。
　
なお、現在、新型コロナウイルスのまん延という厳
しい環境にありますが、皆さん方におかれましても、適
切かつ周到な対応を行って健康管理に努めていただき
たいと思います。
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ウィルス感染症対策の基本方針（以
下「政府基本方針」という。）』を発表
した。27日に小中学校等の臨時休業
の要請を行うことを決め、その説明
のため29日に総理会見が行なわれた。
SCOPEでは、2月28日に感染症発症
時の対応として、感染や濃厚接触が
判明した場合の報告・連絡体制の整
備を行うとともに、当該部所の閉鎖、
自宅待機の指示などを行うことを決
め、さらに自宅待機等には特別休暇
を付与することを決めた。また、予防
措置として主催イベント等の中止と
時差出勤の実施を決めた（全新18、全
累233、東京累36）。
3月2日には、各々の職場の周辺で
発症者情報を得た場合についても報
告・連絡等を行うことや、派遣職員の
自宅待機中の費用は本部が派遣会社
と相談することを追加で決め各支部
に連絡した。さらに3月4日には、学
校等の臨時休業にともない休まざる
を得ない職員への特別休暇の付与を
決めた（全新36、全累329、東京累
44）。
3月25日に東京都知事は、新規感染
者の急増を受け、感染爆発の重大局
面との認識に立ち、週末の不要不急
の外出自粛を要請した。また、政府に
おいても首都圏などにおいて緊急事
態宣言を発出する可能性が高まって
きた。SCOPEでは、3月30日に本部に
おいて可能な限りリモートワークに
よる在宅勤務を行うこととした（全
新93、全累1,988、東京累448）。た
だし、リモートワークシステムが曲
りなりにも使えるようになるのに概
ね2週間を要し、恥ずかしながらその
間は在宅勤務と呼べる状況ではな
かった。
4月6日には、緊急事態宣言の対象
地域となった場合、政府や都道府県
知事の外出自粛の要請に協力し、時
差通勤や在宅勤務を利用して、可能
な限り人との接触を控える方策を進
めるよう全支部に連絡した。ただし、

これにより動いている現場を止める
ことのないように留意することや、
契約不履行とならないよう当局との
事前調整を十分行うことなども併せ
て連絡した（全新243、全累4,102、東
京累1,127）。4月７日に政府の緊急事
態宣言が首都圏や大阪府、兵庫県、福
岡県を対象地域として発出され、4月
16日には全都道府県に拡大された。
ただし、政府基本方針において公共
事業自体は必要な仕事として整理さ
れていたことや、現場工事の休止は
受注者の申し出を基本とする方針で
あったこともあり、工事の休止を申
し出る企業はごく一部に限られた。
緊急事態宣言が発出されて間もな
く、支部の契約職員が濃厚接触者に
なったとの連絡があり、本部の中で
緊張が走った。直ちに事情を発注者
に説明し、関係部所を閉鎖したが、幸
いにも翌日にはPCR検査の結果、陰
性であることが分かり胸をなでおろ
した。このときから、いつどこでだれ
が発症してもおかしくないという状
況を実感し、発症者が出た場合の素
早い対応こそ重要で、早めの情報入
手のために『相談し易い環境を整え
ること』が大切だと思うようになっ
た。感染しない努力は各自にお願い
するものの「決して感染するな。」と
いうような指示を出すのではなく
「危ないと思ったら、とにかく早く連
絡してほしい。」という姿勢で、万一
感染した場合の早めの対応と影響の
最小化を重視することとした。
5月の連休が明けても緊急事態宣
言は延長されることとなったが、新
規感染者が減少してきたため解除の
方向が見えてきた。そこで解除後も
継続させる対策と終了させる対策を
検討した。その際には、100％感染の
ない対策は難しいが、飛沫感染対策
としての合理性や科学的な効果を重
視することとし、産業医の意見も聞
いた。その結果、発症時等の連絡体制
や、発熱時等の出勤停止等は継続さ

せることとした。在宅勤務は、「就業
規則上の整理が不明確な状況のまま
で何時までも特例的な措置を続ける
ことが良いのか。」という議論があり、
いったん終了することとし、第二波
を視野に入れて制度化の検討を進め
ることとした。ただし、リモートワー
クシステムは継続して使いたいとい
う意見もあったため、通常勤務の運
用の一つとして、業務上の合理性等
を管理技術者が判断することにより
週1日程度の自宅での利用を可能と
した。会議や講演会は『適切な対策』
をとることを条件として解禁するこ
ととした。これらの方針は5月22日に
緊急事態宣言解除後の対応として本
部内と全支部に発出した（全新25、全
累16,538、東京累5,135）。また本部
では職場の安全衛生委員会において、
入室時の消毒や検温等の具体的な取
り組みを、職員を含めた総意として
決定した。
新型コロナウィルス感染症はとて
も怖い。そして時として大きな恐怖
は人の思考を停止させることがある。
しかし、そのことが良い結果を生む
とは思わない。世界中に広がった感
染症への取り組みはむしろこれから
が本番かもしれない。そして皆様が
進めてこられた感染症への取り組み
に比べれば、SCOPEの対策は取るに
足らないものなのかもしれないが、
恐怖に支配されることなく感染症と
向き合い、今後も冷静に取り組みを
重ねて参りたい。
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SCOPE NEWSReports

令和2年度最初の理事会が5月21日（木）当センター会
議室にて開催されました。
まず始めに当センター中尾理事長より挨拶があり、
その後、来賓としてご出席いただいた国土交通省大臣
官房技術参事官　堀田様よりご挨拶を頂戴いたしまし
た。その後、司会者から本理事会に理事8名、監事1名
が出席いただいていることの報告が行なわれ、定款に
定める定足数を満たし本理事会が有効に成立したこと
が確認されました。
中尾理事長を議長として議事が進められ「平成31年度

（令和元年度）事業報告・決算報告」他3議案について審
議・承認されました。
その他「理事の職務の執行状況」他1件の報告事項が
ありました。内容は以下のとおりです。

【議案審議】

第1号議案��「�平成31年度（令和元年度）事業報告及び決

算報告に関する件」

１）�「平成31年度（令和元年度）事業報告」について大
野専務理事より、国土交通省の基本方針（１．被
災地の復旧・復興　２．国民の安全・安心の確保　
３．生産性の向上と新需要の創出による成長力の
強化　４．豊かで活力ある地域づくり）SCOPEの
基本的な方針（１．問題解決機能の充実・強化　２．
技術力の開発・継承と人材育成のさらなる充実）
に則り昨年度実施しました、１．技術に関する調査
研究　２．システムに関する調査研究　３．情報
の収集・提供に関する事業　４．技術及びシステ
ムの普及・啓発に関する事業　５．審査・認定に
関する事業　６．技術支援に関する事業について　
具体的な事例をもとに説明を行いました。

２）�� �次に、芝川業務執行理事が「平成31年度（令和元
年度）決算報告」について、一般財団法人移行後6
度目の決算であり、昨年度決算額との比較をして
以下のとおり説明を行いました。

　【平成31年度（令和元年度）の決算額】
  　経常収益額 8,522百万円、経常費用額 8,185百万円、
 　 税引前利益額 365百万円 税引後利益   221百万円
前田監事より監査結果について、適正に行なわれて
いる旨の報告がありました。
採決の結果、全員異議なく原案どおり承認されました。

第2号議案「公益目的支出計画実施報告書の件」

芝川業務執行理事がR2.6に内閣府に申請する「公益
目的財産額」に対する平成31年度（令和元年度）決算で
確定した公益目的支出額について説明を行いました。

平成31年度（令和元年度）の確定額は以下のとおりです。
普及啓発事業
経常収益額　14百万　経常費用額　131百万
情報収集提供事業
経常収益額　28百万　経常費用額　 73百万
採決の結果、全員異議なく原案どおり承認されました。

第3号議案「評議員会への理事候補者推薦の件」

理事候補として推薦する新任理事１名、再任理事１名
について、大野専務理事が説明を行ない、その後、書面
評決（新型コロナウイルスの影響により役員候補者審査
会が開催できなかったため）での審査状況と意見につい
て、審査会委員の縣理事が報告いたしました。その結果、
全員異議なく第8回評議員会に全員推薦することが承
認されました。

第4号議案「第8回評議員会の開催に関する件」

6月23日に開催される第8回評議員会の議案について説
明を行い、原案とおり承認されました。

【報告事項】

（1）新型コロナウイルス感染防止のための対応について

大野専務理事より、SCOPEの対策・方針等について報告
をいたしました。

（2）職務の執行状況

中尾理事長・大野専務理事・芝川業務執行理事・小平
田業務執行理事、傍士業務執行理事が各々の業務の執行
状況について、理事・監事に報告をいたしました。

最後に、今回の理事会の開催にご協力いただきました関
係者の皆様に感謝を申し上げ、報告とさせて頂きます。

以上

「第27回理事会」の開催報告
経営企画部総務課長　塩谷 かおり

理事会の様子
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「教育・研究環境改善のための助成」の創設について

SCOPEでは、設立25周年を記念して、当面5年程度の
事業として、国公立の大学・高等専門学校及びこれらに
付属する機関において、港湾、海岸、空港及び海洋分野
の研究、技術者育成・教育に利用される実験設備等の改
修等を通じて、教育・研究環境を改善するための助成制
度「教育・研究環境改善のための助成」を創設しました。
SCOPEの助成制度には、従前より、大学や研究機関
に対する研究開発助成がありますが、今般創設しまし
た助成には、研究開発助成と異なり、次の3つの特徴が
あります。
1つは、技術者育成の観点から、助成の対象として教
育機関に着目している点、2つ目は、そこで利用されてい
る実験設備等の「設備」を対象としている点、3つ目は、設
備の新設でなく、老朽化または陳腐化している設備の改
修を念頭に、教育・研究環境の改善を後押しすることを
目的としている点です。

上の2枚の写真は、いずれも、異なる大学における老
朽化した実験水槽の事例です。長年の間に錆により腐食
した水槽鉄骨枠や、水槽側面のガラスに発生したひび割
れ（補修跡）が確認できます。
このような状況下にある設備が、少なからず存在し、そ
の対応に苦慮している声が聞かれることから、今回の創
設に至りました。

1件の助成金額は、500万円以内、同一の設備に対する
助成は2回までとしており、今年度の助成件数は3件程度
を見込んでいます。今年度の応募は、6月末で締め切りま
したが、当面5年程度の事業として考えておりますので、
関心がございましたら、SCOPEのホームページ
（https://www.scopenet.or.jp/）に掲載しております公
募案内、助成要綱を参照頂き、来年度（応募締切りは年
内の見込み）にも検討下さいますようお願いします。

研究主幹　小野 正博

写真①　実験水槽鉄骨枠の錆による腐食

写真②　実験水槽ガラス面のひび割れ
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SCOPE 現場訪問Site Visit

横須賀CALS支援センター
－港湾空港整備に関わる大規模な情報システムを支える－

情報処理システムの安定と向上のために

 国土交通省 国土技術政策総合研究所
内にある「横須賀CALS 支援センター」
は、SCOPEシステム部の現場最前線の組
織です。センターでは「港湾情報処理シ
ステム」や「空港施設総合管理情報シス
テム」をはじめとする港湾・空港・海岸
の整備や維持管理に利用される各種シス
テムのセキュリティ確保に関する技術支
援と、安定的かつ円滑に運用するための
運用支援を行っています。センターで運
用支援する各システムは、本部システム
部で開発・改良を手がけたもので、港湾
空港施設のライフサイクル全体にわたる
情報提供を通じて、国や地方公共団体が
実施する各種事業の質的な向上、効率化、
コスト削減に貢献しています。
SCOPEはシステム運用に関して、①各
システムの安定的かつ効率的な稼働の維
持　②継続的な情報セキュリティの確保　
③利用者の問い合わせ等への迅速な対応　
④利便性が高いシステムへの継続的な改
善、の役割を担っています。
今回はSCOPE NEWS 43号の取材（2015
年9月）以来の訪問となる横須賀CALS 支
援センターを訪ね、お話を伺いました。

効率化のためサーバの仮想化を促進

センターで運用支援しているシステムに
は毎年大幅な改良が加えられていますが、
特に最近の新たな取り組みとして、「港湾
整備事業支援統合情報システム」全体の
効率化を目的としたサーバの仮想化があ
げられます。
「サーバの仮想化とは、ホストと呼ばれ
る『物理サーバ』にゲストと呼ばれる複数
の『仮想サーバ』を導入し、例えば物理
サーバが10台あったところを5台に減らし、
その中に今までと同様に10台分のサーバ
を構築する技術です。今までハードウェア
を100％使い切ることはできていませんで
したが、この方法では7～8割使い切るこ
とで効率化できます」（センター長　室屋
さん）
コスト削減などのメリットの反面、1つの

物理サーバで複数システムの運用が可能
となるので、高負荷などによる障害が発生
した場合は複数のシステムに影響が及び
かねないというデメリットも考えられます。
「こうした問題を未然に防ぐために、シ
ステムの利用率がピークを迎えやすい始
業１時間後と終業１時間前にサーバリソー
スの稼働状況を確認しています。万一、高

負荷の状態が確認された場合は、別の物
理サーバへ仮想サーバを移動させるなど
の対応を実施して障害発生の防止に努め
ています」（システム部次長　井野さん）

問い合わせを

データベース化して効率化

「各分野でAI化が進んでおり、センター
でも最新の情報技術の導入に努めていま
す。またこれと同時に、AI技術では実現
できない人と人とのコミュニケーション重
視のヘルプデスク業務にも心がけていま
す。このため、センターが開設された平成
14 年から今までに寄せられた問い合わせ
をデータベース化して、迅速に対応できる
ようにしています。過去の問い合わせの内
容への対応も年々ブラッシュアップし、職
員の交代があった時もこのデータベースを
見ることにより問い合わせ内容がわかるよ
うな仕組みづくりをしています」（システム
部次長　井野さん）
また、問い合わせが多いものに関しては

Q&A方式にして公開することで、利用者が
支援センターへ問い合わせすることなくシス
テムを利用できるよう効率化を図っています。
「全国で港湾空港業務に携わる職員の

（取材当日撮影）
上段左から：成田さん、小野さん、長島さん、山田（悟）さん、藤田さん、町田さん、長谷川さん
下段左から：山田（仁）さん、傍士さん、室屋さん、井野さん、布川さん

（取材翌日撮影）
上段左から：中島さん、井野さん、小泉（穂）さん、小泉（卓）さん、阿部さん、岩崎さん
下段左から：佐々木さん、伊藤さん、米山さん、横田さん
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【お話を聞いた人】
横須賀CALS支援センター

業務執行理事　システム部 部長　傍士 清志さん
システム部次長　井野 洋さん（管理技術者）
センター長兼システム部 調査役　室屋 聡智さん

業務の効率化に役立つシステムを構築し、
運用することが大切です。このため利用
者から寄せられる『こんな機能がほしい』
などの要望をもとに毎年改良を加えてい
ます」（システム部部長　傍士さん）
「利用者からの問い合わせに対応し、か
ゆいところに手が届くというようなサービス
を目指しています。しっかり話し、人にもの
を伝えられるコミュニケーション能力、電
話の応対や文章の書き方、声、あいさつと
いった基本的なことも大事です」（システム
部次長　井野さん）

新型コロナ対策は3段階に分けて実施

職員に感染者が出て、センター業務を
止めることになると、全国の港湾空港関
連業務に影響が及びます。そこで感染機
会の低減と万一感染者が出た場合でもセ
ンター機能が停止しないよう、発注者の
支援を得ながら、3段階で新型コロナ感染
防止対策を講じています。

（1） 神奈川県外から通勤している職員は通
勤を自粛し、自宅待機（当初1週間）。　

（2） 職員 19名を2班に分けて別々のフロア
に班を配置し、空間分離することによ
り感染を防止（4月14日～5月14日）

（3） テレワークの環境を整え、2班輪番
で自宅と執務室の交代勤務。（5月
15日～6月19日）

「この間、利用者からの問い合わせにつ
いては、極力メールでいただくようにして
いますが、両班相互に連携をとって対応
していますので、利用者からのご不満の
声はいただいておりません。テレワークの
環境づくりのため、およそひと月かけてシ
ステム上の対応を行いました。これにより、
万が一、感染者が出た際にも、残った班
で業務を継続できる体制を整えました」
（システム部部長　傍士さん）
「システムが止まってしまうと事業に多
大な影響が出るとともに、ひいては国民
生活にも影響がでかねません。職員には、
自分たちがそうした重要な業務を担って

いるということを意識して取り組んでもら
うことが大切です。現場やバックグランド
を想像し、意味を理解して対応することで、
ミスをなくすことができます」（センター長　
室屋さん）
「SCOPE 全体職員600人強の中で、私
たちシステム系職員はわずか30人。港
湾空港の整備や維持管理事業に携わる
ユーザーの方々とは専門分野は異なりま
すが、『どうしてこの質問がきたのか』にイ
マジネーションを働かせながらユーザー
に寄り添った対応を行う必要があると思
います」（システム部部長　傍士さん）

2班体制による交代出勤のため、取材当日は10名ほどの職員が業務にあたっていた システム内部の作業状況

左から、藤田さん、山田さん、室屋さん、井野さん、
長谷川さん、町田さん

「ヘルプデスク業務は利用者からのダイレクトな声が届き、時には手厳しい声もあります。性格的なも
のもありますが、ストレスを溜めやすい業務ではないかと思います。そのような状況が続くと負のスパ
イラルに陥り重大な事故に繋がりかねませんので、何でも気兼ねなく相談できるような雰囲気づくりを
心がけながら職員と接しています。私は4月に現職に就きましたが、平成14年以降に築き上げられた素
晴らしい職場環境を、より一層よいものに変えていけるように努めていきたいと思います」

センター長　室屋 聡智さん
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※　本誌は、環境にやさしい大豆インクで印刷しています。

一般財団法人 港湾空港総合技術センター 
U R L：http://www.scopenet.or.jp　
本 部：〒 100-0013 東京都千代田区霞が関３- ３- １尚友会館３階
　　　　　代 表　T E L：03-3503-2081 　 F A X：03-5512-7515

皆 様 の ご 意 見 ご 感 想 を お 待 ち し て お り ま す。

施設系・工帳系グループ
藤田 友弘さん
「迅速で丁寧にサポートすることを心が
けています。専門用語はメンバーとのコ
ミュニケーションの中から学び、用語の意
味、メールの書き方なども先輩方に教えて
いただきました。利用者から『ありがとう』
と感謝されることが一番のやりがいです。システムは生き物で
日々進化していくので、それに対応し、知恵を絞って利用者を
サポートしていきたいです」

業務系グループ
町田 悠起さん
「入札関連では、発注者が公表したデー
タを受注者が閲覧するので、迅速に間違
いがないようにすることが重要です。発注
者から問い合わせがあった際に即時に対
応しています。入札の流れを理解すること
で、発注者と受注者の関係性を理解し、新しいシステム操作及
びDB操作を学び、スキルアップできました。利用者の満足度が
高まるよう、日々精進していきたいです」

積算系グループ
山田 仁子さん
「積算のノウハウと合わせてシステム等
の運用を理解し、利用者からの問い合わ
せに対応しています。他のメンバーの対応
方法で良いところを見習いつつ、どのよう
に話せば伝わりやすいかをいまだに学ん
でいます。初めてのことに対しては複数人でチェックを行い、間
違いがないように心がけています。何を求めた質問であるかを
いかに汲み取るかがとても勉強になります」

空港系・ネットワーク系グループ
長谷川 忠相さん
「初めは専門的な単語が理解できない
こともありましたが、OJTと先輩方から教
えてもらいながら理解を深めていくことが
できました。プログラム開発で培った技術
と経験から、現在は運用支援をしていくな
かで、日々、最適で効率的なパターンを考え出して作業すること
がやりがいになっています。利用者に満足いただけるようコミュ
ニケーションを大切にしていきたいです」

取材・文：（株）ホライゾン

SCOPEからのお知らせ

SCOPE 現場訪問Site Visit

●海上工事施工管理技術者資格認定試験

※中止になった春の講演会の代替開催日程が決まりました。
※新型コロナウィルス感染症の拡大防止の観点から、日程を変更することがあります。
詳細は当センターホームページをご覧ください。　https://www.scopenet.or.jp/main/index.php

●空港工事施工管理技術者資格認定試験　　●空港土木施設点検評価技士資格認定試験

●技術講習会（継続学習ポイント付与　受講 60ポイント、講習会終了時に受講報告書提出で40ポイント）

1次試験（択一式共通30問、専門20問） 2次試験（論文、面接）
申込期間 令和2年6月1日(月) ～令和2年6月30日(火)　終了 令和2年10月12日(月) ～令和2年10月31日(土)
試験日 令和2年9月12日(土) 令和2年12月5日(土)、令和2年12月12日(土)

合格発表 令和2年10月12日(月) 令和3年1月29日(金)
受験料 11,000円 11,000円

試験会場 札幌、東京、大阪、福岡、那覇 福岡（12/5）、東京・大阪（12/12）
資格区分 Ⅰ類（浚渫）、Ⅱ類（コンクリート構造物）、Ⅲ類（鋼構造物）

資格区分 空港工事施工管理技術者 空港土木施設点検評価技士
申込期間 令和2年6月1日(月) ～令和2年6月30日(火)　終了
試験日 令和2年9月12日(土)

合格発表 令和2年12月18日(金)
受験料 空港工事管理技術者　16,500円 空港土木施設点検評価技士　13,750円

試験会場 札幌、東京、大阪、福岡、那覇
試験内容 択一式25問、記述式（経験論文、専門論文） 択一式25問、記述式（専門論文）

開催日 開催場所 講義内容
令和2年10月9日(金) 福岡：天神ビル 共通プログラム　　　　   9：45-12：20
令和2年11月6日(金)　 東京：ＴＫＰ赤坂駅前カンファレンスセンター 海上技術プログラム       13：20-15：20
令和3年1月22日(金) 東京：ＴＫＰ赤坂駅前カンファレンスセンター 空港技術プログラム       13：20-15：20
令和3年2月26日(金) 大阪：新大阪丸ビル別館 受講料：5,500円
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